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市
税
市
税
のの
使
い
道

使
い
道

令和２年度令和２年度
決算に関する決算に関する

総括質疑総括質疑
令和２年度決算
案 全 体 に 対 し
て、疑問や不明
点を明らかにす
る た め、 市 に
説明を求めまし
た。その中から、
主なものを掲載
します。

令和２年度令和２年度

決算認定 決算認定 

住
宅
管
理
事
業

問　

市
営
住
宅
の
空
き
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
市

営
住
宅
の
中
で
、
入
居
率
が
高

い
順
に
３
つ
伺
う
。
今
年
は
、

入
居
者
が
居
な
く
な
っ
た
住

宅
・
番
匠
住
宅
が
廃
止
に
な
っ

た
。
現
在
、
入
居
者
が
3
戸
以

下
の
住
宅
名
を
伺
う
。

答　

入
居
率
が
高
い
住
宅
は
、

御
領
西
住
宅
97
％
、
東
十
枚

住
宅
94
％
、
酒
寄
住
宅
・
細

芝
第
一
住
宅
85
％
で
す
。
入

居
者
が
3
戸
以
下
の
住
宅
は
、

桜
ヶ
丘
住
宅
3
戸
、
桃
山
住

宅
2
戸
、
谷
貝
住
宅
2
戸
、

細
芝
第
二
住
宅
1
戸
と
な
っ

て
い
ま
す
。

水
道
管
理
事
業

問　

昨
年
の
夏
は
、
毎
日
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
朝
と
夕
方

の
2
回
、「
節
水
の
要
請
」
を

お
願
い
す
る
言
葉
が
、
防
災
無

線
か
ら
流
れ
た
。今
年
の
夏
は
、

1
回
も
流
れ
な
か
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
が
、
有
水
率
は
改
善

し
た
の
か
。

答　

令
和
2
年
度
は
、
59
・

４
％
と
厳
し
い
状
況
で
し
た

が
、
直
近
の
8
月
調
定
で
の
有

収
率
は
、
64
・
５
％
と
向
上
し

て
お
り
、
少
し
ず
つ
改
善
し
て

い
る
状
況
で
す
。

農
薬
空
中
散
布

問　

真
壁
・
大
和
地
区
は
有

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
て
、

７
０
３
万
円
、
岩
瀬
地
区
は
無

人
ヘ
リ
を
使
っ
て
３
０
３
万
円

と
、
面
積
は
あ
ま
り
違
わ
な
い

の
に
、
有
人
ヘ
リ
の
方
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
6
月
議
会
で
有

人
ヘ
リ
の
農
薬
散
布
は
時
代

遅
れ
だ
し
、
有
害
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、「
中
止
を
申
し
入

れ
る
」よ
う
要
望
し
た
。「
検
討

令和２年度決算額（万円未満切り捨て）

   一般会計
　歳入　255億1,107万円　　歳出　230億8,303万円
   特別会計
　国 民 健 康 保 険 歳入　47億9,885万円 歳出　46億9,004万円
　介 　 護 　 保 　 険 歳入　44億7,391万円 歳出　42億1,885万円
　介護サービス事業 歳入　　　     838万円 歳出　　　　 752万円
　後 期 高 齢 者 医 療 歳入　　4億6,644万円 歳出　　4億6,429万円

   水道事業会計
　収益的収入　　9億 2,765万円　　収益的支出　　9億 4,498万円
　資本的収入　　1億 2,407万円　　資本的支出　　2億 4,789万円

   病院事業会計
　収益的収入　　5億 5,347万円　　収益的支出　　5億 7,176万円
　資本的収入　　2億 1,009万円　　資本的支出　　2億 8,069万円
   下水道事業会計
　収益的収入　10億 3,623万円　　収益的支出　10億　488万円
　資本的収入　　3億 8,016万円　　資本的支出　　5億 3,502万円
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妊
婦
健
康
診
査
委
託
料

問　

妊
婦
健
康
診
査
委
託
料

の
内
訳
を
伺
う
。
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
市
の
妊
婦
へ
の

対
応
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る

か
。

答　

こ
の
事
業
は
、
出
産
ま

で
に
14
回
の
健
康
診
査
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
受
診
件
数
は
、
延

べ
１
７
３
５
件
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

例
年
と
変
わ
ら
な
い
受
診
状

況
に
な
り
ま
す
。
ま
た
妊
娠
後

期
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
て
し
ま
う
と
、
早
産
率
が
高

ま
り
、
重
症
化
す
る
報
告
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市

で
は
今
年
8
月
、
妊
婦
75
名

に
対
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
勧
奨
を
し
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
、
妊
婦
の
感
染

は
、
8
割
が
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
感
染
で
あ
る
た
め
、
夫

や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
接
種
勧
奨
も

行
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
妊
産
婦
は
活

動
を
控
え
、
不
安
解
消
が
思

う
よ
う
に
で
き
ず
、
特
に
、
産

後
鬱
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運

行
事
業

問　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
事
業
に
つ
い
て
、
過
去

5
年
間
の
利
用
者
数
を
伺
う
。

答　

過
去
5
年
間
の
利
用
者

数
の
減
少
は
、
平
成
28
年
か
ら

運
行
し
て
い
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ

Ｏ
、
令
和
2
年
度
か
ら
運
行
し

て
い
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
ミ
ニ

を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
人

が
い
る
こ
と
、
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

外
出
自
粛
と
な
っ
た
こ
と
が
主

な
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

県
単
林
道
改
良
舗
装
工

事問　
県
単
林
道
改
良
工
事
（
酒

寄
線
・
端
上
線
・
鍬
柄
山
線
）

の
工
事
実
績
を
伺
う
。

答　

林
道
酒
寄
線
は
平
成
22

年
か
ら
令
和
2
年
度
、
総
事
業

費
５
，
９
６
３
万
円
で
す
。
林

道
鍬
柄
山
線
の
実
績
書
の
数

字
60
万
円
は
、
大
雨
に
よ
る
法

面
復
旧
工
事
で
す
。
林
道
端
上

線
は
、
昭
和
58
年
か
ら
今
も
工

事
中
で
、
総
事
業
費
は
約
６
億

９
，
３
０
０
万
円
で
す
。
完
成

の
見
通
し
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

す
る
」と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
結
果
を
伺
う
。

答　

ま
だ
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。中
止
を
申
し
入
れ
る
に
は
、

真
壁
・
大
和
地
区
の
区
長
さ
ん

や
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
必
要

で
す
。
要
望
が
出
て
き
た
ら
、

速
や
か
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事

業問　

現
在
桜
川
市
の
学
校
給

食
で
は
、
地
元
産
の
食
材
を
ど

れ
く
ら
い
取
り
入
れ
て
活
用
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

地
元
農
産
品
と
し
て
、

野
菜
の
主
要
な
品
目
は
、
玉

ね
ぎ
、
長
ね
ぎ
、
き
ゅ
う
り
で

す
。
お
米
は
、
100
％
桜
川
市
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
桜
川
市
産
ユ
メ

シ
ホ
ウ
の
小
麦
は
パ
ン
に
加
工

し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。
野
菜

や
米
、
小
麦
の
ユ
メ
シ
ホ
ウ
を

合
わ
せ
て
約
２
，
８
０
０
万
円

に
な
り
ま
す
。
賄
材
料
費
１
億

４
，
８
０
０
万
円
に
対
し
て
、

地
元
産
が
約
２
割
で
す
。

平成28年度 1万7,961人
平成29年度 1万6,548人
平成30年度 1万4,138人
令和元年度 1万　964人
令和2年度 8,107人

デマンドタクシー利用者数

林道酒寄線

林道鍬柄山線 林道端上線
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桜
川
市
太
陽
光
発
電
　

施
設
条
例

問　

こ
の
条
例
に
つ
い
て
3

点
伺
う
。

①
太
陽
光
発
電
の
条
例
を
つ

く
っ
て
い
る
市
町
村
数
は
、
県

内
で
は
い
く
つ
に
な
る
の
か
。

②
山
林
が
伐
採
さ
れ
、
雑
種
地

に
な
れ
ば
、
固
定
資
産
税
は
増

え
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
く
ら

に
変
わ
る
の
か
。

③
急
傾
斜
地
に
造
る
計
画
は
、

こ
の
条
例
で
は
、
ど
の
様
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

答　

笠
間
市
、
石
岡
市
、
つ

く
ば
市
、
結
城
市
等
で
14
自
治

体
が
作
っ
て
い
ま
す
。

　

山
林
か
ら
雑
種
地
に
な
り

ま
す
と
、
税
額
で
約
83
倍
に
な

り
ま
す
。
計
画
の
段
階
で
、
土

地
の
形
状
変
更
は
最
小
限
に

す
る
こ
と
や
、
県
条
例
に
基
づ

い
て
、
雨
水
処
理
・
法
面
保
護

対
策
な
ど
、事
前
協
議
で
助
言・

指
導
い
た
し
ま
す
。

　

条
例
に
反
し
て
い
る
場
合

は
、
規
定
に
基
づ
い
て
指
導
・

勧
告
い
た
し
ま
す
。	

妊
婦
に
対
す
る
P

	

C

	

R
検
査

の
補
助
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
妊
産

婦
に
対
す
る
、
退
院
後
の
訪
問

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康

推
進
課
で
は
、
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
、
母
子
手
帳
交
付
や

面
接
の
機
会
に
支
援
事
業
の

案
内
の
ほ
か
、
電
話
や
ウ
ェ
ブ

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
で
も
様
々
な

個
別
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

へ
き
地
児
童
生
徒
　
　

　
援
助
費
等
補
助
金

問　

桜
川
市
は
、
ま
だ
へ
き

地
で
は
な
い
が
、「
へ
き
地
児

童
生
徒
援
助
費
等
補
助
」
と

い
う
名
称
が
あ
る
の
は
ど
う
い

う
理
由
か
ら
な
の
か
伺
う
。

答　

今
回
提
案
し
た
１
０
８

万
円
は
、
学
校
統
廃
合
に
よ
っ

て
遠
距
離
通
学
に
な
っ
た
児
童

生
徒
の
通
学
に
対
す
る
補
助

制
度
を
活
用
し
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
猿
田
小
学
校
の

児
童
6
名
分
が
補
助
対
象
で

す
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙

問　

4
年
前
の
市
長
選
挙
で

は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
と
同
時

選
挙
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

期
日
前
投
票
で
は
、
特
に
投
票

前
の
土
曜
日
に
は
、
岩
瀬
庁
舎

で
は
2
時
間
待
ち
の
大
混
雑

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
も

し
同
日
選
挙
と
な
れ
ば
、
市
議

補
欠
選
挙
も
加
わ
り
、
一
人
が

5
回
も
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
に
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
が
、
そ
の
対
策
は
準
備
し
て

い
る
の
か
。

答
　
受
付
時
間
を
短
縮
す
る

た
め
、
今
ま
で
受
付
で
記
入
し

て
い
た
宣
誓
書
を
前
も
っ
て
記

入
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

先
の
知
事
選
で
導
入
し
て
実
証

さ
れ
て
い
ま
す
。
投
票
用
紙
が

5
枚
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
、

案
内
誘
導
係
を
配
置
し
ま
す
。

岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
で
は
投
票
場

所
を
2
ヶ
所
作
る
計
画
を
持
っ

て
い
ま
す
。

自
然
公
園
管
理
事
業

問　

御
嶽
山
登
山
口
の
ト
イ

レ
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

既
存
の
ト
イ
レ
を
撤
去

後
、
電
気
・
水
道
工
事
が
不

要
な
「
簡
易
ト
イ
レ
」
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
区
長
さ
ん
と

協
議
の
結
果
、「
小
便
器
1
基
、

大
便
器
1
基
、
屋
外
用
ポ
ン
プ

式
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
」
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
設
置
後
の
維

持
管
理
は
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
で
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
地
元
と
の
調
整
が
済
ん

で
お
り
ま
す
。

県
西
総
合
病
院
東
側
道

路
拡
幅
・
測
量
委
託

問　

県
西
総
合
病
院
跡
地
東

側
の
道
路
拡
幅
工
事
が
行
わ

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

に「
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
」「
い

つ
ま
で
に
」「
ど
の
よ
う
に
整

備
す
る
の
か
」
を
伺
う
。

答　

大
神
宮
橋
か
ら
旧
国
道

50
号
線
ま
で
の
道
路
を
改
良

し
ま
す
。
車
道
2
車
線
6
メ
ー

ト
ル
、
歩
道
を
東
側
に
移
し
ま

す
。
令
和
4
年
度
に
工
事
を
は

じ
め
、
5
年
度
中
の
完
成
予
定

で
す
。

一般議案に
　　対する議案審議

補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い
ました。その中から、主な質疑を掲載します。ました。その中から、主な質疑を掲載します。

県西総合病院跡地東側道路（工事予定）
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第３回定例会（9月7日〜9月17日）審議された議案と結果
令和２年度歳入歳出決算
一般会計 認定
国民健康保険特別会計 認定
介護保険特別会計 認定
介護サービス事業特別会計 認定
後期高齢者医療特別会計 認定
水道事業会計 認定
病院事業会計 認定
下水道事業会計 認定
令和３年度補正予算
一般会計（第5号） 可決
国民健康保険特別会計（第1号） 可決
介護保険特別会計（第1号） 可決
水道事業会計（第1号） 可決
下水道事業会計（第1号） 可決
人事・その他
人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて（3件） 適任

農業委員会委員の任命 同意
市道路線の廃止 可決
市道路線の認定 可決
専決処分
一般会計補正予算（第4号） 承認

条例の改正
太陽光発電施設の適正な設置及び管理に
関する条例 可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正 可決

手数料徴収条例の一部改正 可決
家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正 可決

特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正

可決

公民館の設置及び管理等に関する条例の
一部改正 可決

請願
岩瀬地区小中学校統合早期実現について
の請願 趣旨採択

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制
度堅持のための政府予算に係る意見書採
択を求める請願

採択

議員提出議案

議員 榎戸和也君に対する辞職勧告決議 可決

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書 可決

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担
制度堅持に係る意見書 可決

　高田議員が令和3年8月27日に62歳で
逝去されました。
　高田議員は桜川市議会議長、副議長、議
会運営委員会副委員長を歴任、議会の円滑
な運営や本市の発展に多大なるご尽力をい
ただきました。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

訃　　報
桜川市議会議員

� 高
た か だ し げ お

田重雄 	氏（62歳）
　年４回（３・６・９・12月）の定例会や臨時会の
議会音声は、桜川防災アプリで配信されます。

アプリのダウンロードは
こちらから

桜川防災アプリで

市議会の音声を聴取しよう！

防災アプリでは【ウェブラジオ】から配信されます。

設 定 手 順 は 「 桜 川 防 災 ア プ リ 」で 検 索
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８人の議員が一般質問を行いました

今
年
３
月
、
水
戸

地
裁
は
、
東
海
第

二
原
発
事
故
の
時
、「
１

つ
は
避
難
時
の
交
通
渋

滞
」、「
２
つ
は
、
介
護
が

必
要
な
人
の
人
員
確
保
が

で
き
な
い
」、「
３
つ
は
、

２
０
０
台
も
の
バ
ス
確
保

は
で
き
な
い
」
と
理
由
を

あ
げ
て
、
再
稼
働
し
て
は

い
け
な
い
と
の
判
決
を
出

し
ま
し
た
。
市
は
、
こ
の

判
決
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
そ
こ
に
、
１
つ
だ
け
付

け
加
え
ま
す
と
、
１
９
７

９
年
夏
の
高
校
野
球
で
明

野
高
校
が
甲
子
園
に
行
っ

た
と
き
、
当
時
の
事
務
長

東
海
第
二
原
発
再
稼
働
　

差
し
止
め
判
決
に
つ
い
て

菊池伸浩 議員

に
聞
く
と
、「
１
０
０
台

の
バ
ス
集
め
は
大
変
だ
っ

た
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
２
つ
は
、
市
は
那
珂
市

民
の
避
難
先
で
す
。
受
け

入
れ
る
人
数
、
１
人
当
た

り
の
面
積
、
受
け
入
れ
先

を
伺
い
ま
す
。

　
３
つ
は
、
東
海
第
二
原

発
の
特
異
さ
で
す
。
日
本

原
子
力
発
電
＝
原
電
＝
が
、

電
力
会
社
で
は
な
く
、
原

発
専
業
の
会
社
で
あ
る
こ

と
で
す
。

　

い
わ
ゆ
る
「
原
発
マ

ネ
ー
に
大
き
く
依
存
」
し

て
、
発
展
し
て
き
た
こ
と

で
す
。
原
発
を
動
か
さ
な

け
れ
ば
、
村
営
に
行
き
詰

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
東
海
村
の
前
村
長
の
村

上
達
也
氏
が
、
真
壁
伝
承

館
の
講
演
で
、
１
９
９
９

年
に
起
き
た
「
核
燃
料
施

設
J

 

C

 

O
の
放
射
能
漏

れ
事
故
で
、「
国
の
冷
酷

な
仕
打
ち
」
を
見
抜
い
て

か
ら
は
、
堂
々
と
東
海
第

二
原
発
廃
炉
の
立
場
に
変

わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
お

伝
え
し
て
質
問
は
、
終
わ

り
ま
す
。市

民
生
活
部
長　

裁
判
所
の
判
決
理

由
は
理
解
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

総
務
部
長　
避
難

者
は
約
１
万
６
千

人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

収
容
先
は
、
岩
瀬
体
育
館

な
ど
３
０
施
設
に
な
り
ま

す
。
１
人
当
た
り
の
面
積

は
２
㎡
に
な
り
ま
す
。

（
注
）
こ
れ
は
県
の
避
難

計
画
が
、「
机
上
の
空
論
」

で
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
て

も
ら
う
た
め
の
質
問
で
す
。

軽部　徹 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
の
中
、
政
府
か

ら
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ

る
出
勤
者
７
割
減
が
要
請

さ
れ
た
。
県
内
の
学
校
関

係
に
つ
い
て
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
だ
け
で
は
な

く
、
働
き
方
改
革
の
面
か

ら
も
活
用
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
桜
川
市
役
所

で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施

体
制
と
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
本

市
の
テ
レ
ワ
ー
ク

は
、
令
和
２
年
10
月
「
桜

川
市
在
宅
勤
務
実
施
要

領
」を
制
定
し
、テ
レ
ワ
ー

ク
勤
務
が
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
テ

レ
ワ
ー
ク
用
端
末
50
台
を

導
入
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
述
べ
日
数

と
し
て
１
２
９
日
、
実
際

に
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
を
実

施
し
た
職
員
は
75
名
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
今
後

に
つ
い
て
は
、
勤
務
場
所

に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な

働
き
方
を
認
め
る
こ
と
で
、

「
働
き
や
す
い
勤
務
環
境
」

を
提
供
し
、
職
員
の
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
の
た
め
に
も
、
さ
ら
な

る
環
境
整
備
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
つ
い
て

第
2
期
桜
川
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
の
主
要
施
策

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
展

開
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
こ

れ
ま
で
に
、
地
域

商
社
「
株
式
会
社
ク
ラ
セ

ル
桜
川
」
の
設
立
、
桜
川

市
内
の
循
環
ワ
ゴ
ン
「
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
ミ
ニ
」
の

運
用
開
始
な
ど
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
岩

瀬
地
区
に
公
民
館
・
図
書

館
・
支
所
機
能
を
備
え
た

複
合
施
設
の
検
討
も
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

第
２
期
総
合
戦
略
は
、

現
在
２
年
目
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
人
口
の

減
少
の
緩
和
を
目
指
し
、

誰
も
が
住
み
続
け
ら
れ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
と

推
進
に
つ
い
て
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千
葉
県
で
集
団
下

校
中
の
児
童
が
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら

れ
、
5
人
が
死
傷
す
る
事

故
が
発
生
し
た
。
現
場
は

安
全
対
策
が
さ
れ
て
な

か
っ
た
。
市
内
通
学
路
の

安
全
対
策
、
点
検
、
要
望
、

事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
部
長　
「
通

学
路
安
全
推
進
協

議
会
」
を
開
き
、
危
険
個

所
76
箇
所
を
抽
出
し
、
65

箇
所
を
対
応
し
ま
し
た
。

残
り
は
、
順
次
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　

過
去
3
年
間
に
、
骨
折

や
打
撲
で
緊
急
搬
送
さ
れ

た
追
突
事
故
は
数
件
あ
り

ま
し
た
。
危
険
な
通
学
路

の
解
消
に
む
け
庁
内
で
連

携
し
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。学

校
集
団
健
診

学
校
で
実
施
さ
れ

る
健
康
診
断
で

「
要
受
診
」
と
診
断
さ
れ

た
生
徒
の
割
合
、ま
た「
要

受
診
」
者
の
再
診
状
況
、

受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
手

段
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
健
診

対
象
者
は
２
７
４

１
名
で
「
要
再
診
」
は

77
％
で
、
約
27
％
の
児
童

生
徒
は
再
検
を
受
け
て
い

ま
す
。
未
受
診
の
理
由
は
、

夏
休
み
期
間
で
の
治
療
、

保
護
者
の
都
合
や
部
活
等

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
対
策

と
し
て
、
文
書
や
電
話
連

絡
、
学
級
懇
談
会
等
で
受

診
の
呼
び
掛
け
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員

会
も
、
発
育
状
況
や
健
康

診
断
結
果
を
踏
ま
え
、
健

康
教
育
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

高
齢
者
住
宅
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
で

在
宅
時
間
が
増
え
、
自
宅

で
熱
中
症
に
か
か
る
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。
熱

中
症
か
ら
守
る
手
段
と
し

て
、
エ
ア
コ
ン
設
置
費
補

助
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

エ
ア
コ
ン
設
置
費

補
助
に
つ
い
て
は
、
3
市

（
筑
西
市
、
古
河
市
、
つ

く
ば
み
ら
い
市
）
が
今
年

度
限
り
の
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
市
と
し

て
は
、
熱
中
症
の
シ
ー
ズ

ン
が
過
ぎ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
次
年
度
の
事
業
化
に

向
け
検
証
を
進
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
職
員
の
心
の
健
康
管
理
に

つ
い
て

通
学
路
危
険
個
所

 
対
策
状
況
に
つ
い
て

飯島洋省議員

土
砂
の
不
適
切
な

盛
土
や
不
法
投
棄

に
よ
る
災
害
な
ど
、
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
の
懸
念
が
あ

り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事

案
発
生
に
対
し
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

考
え
を
伺
う
。

市
長　
条
例
に
反

し
た
盛
土
や
埋
立

て
に
対
し
、
県
や
警
察
と

協
力
し
、
行
為
者
へ
再
三

に
わ
た
り
注
意
指
導
を

行
っ
て
も
中
止
や
是
正
さ

れ
な
い
現
状
下
、
市
長
自

ら
県
庁
の
担
当
部
へ
事
案

の
解
決
を
直
接
訴
え
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
事
案
を
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
対
応
を
す
る
た
め
、

次
の
体
制
を
構
築
し
厳
格

に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

①
強
固
な
対
策
が
で
き
る

よ
う
、「
桜
川
市
環
境
保

全
対
策
会
議
」
を
設
け
、

市
、
県
、
警
察
署
、
消
防
署
、

地
域
の
方
々
に
協
力
い
た

だ
き
、
市
の
生
活
環
境
を

守
っ
て
い
き
ま
す
。

②
生
活
環
境
課
内
に
「
環

境
保
全
対
策
室
」
を
設

け
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
を
任
用

し
、
市
内
の
監
視
体
制
を

強
化
し
ま
す
。

　

市
民
生
活
の
安
心
安
全

の
た
め
、
事
案
解
決
に
立

ち
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
「
太
陽
光

設
置
条
例
」
整
備

提
出
予
定
の
「
太

陽
光
発
電
施
設
の

適
正
な
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
」
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
、
市
の

対
応
の
改
善
点
と
、
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
具
体

的
内
容
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

今
回
の
条
例
に
お

い
て
、
新
た
に
施
設
を
設

置
す
る
事
業
者
に
課
す
も

の
は
２
点
で
す
。

①
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
、
計
画

を
地
域
へ
周
知
し
、
住
民

の
同
意
の
取
得
や
、
地
区

要
望
に
対
処
す
る
こ
と
を

課
し
ま
す
。

②
生
活
環
境
課
で
事
業
者

と
事
前
協
議
を
行
い
、
手

続
の
説
明
を
行
っ
た
上
、

施
設
の
位
置
や
事
業
者
の

情
報
を
管
理
し
ま
す
。

　

既
存
の
太
陽
光
発
電
施

設
に
対
し
て
も
、
適
正
な

維
持
管
理
や
施
設
の
廃
止

に
つ
い
て
指
導
、
勧
告
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
廃
止

の
場
合
も
、
パ
ネ
ル
の
廃

棄
先
や
工
程
の
確
認
な
ど

適
正
な
処
理
処
分
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
工
場
誘
致
へ
の
取
組
み
と

都
市
計
画
の
見
直
し

・
防
災
無
線
の
管
理
と
聞
き

と
り
に
く
さ
の
対
応

土
砂
災
害
へ
の
対
応
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桜
川
市
が
県
知

事
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
市
の
指
定
を

受
け
た
５
月
31
日
、
市
長

は
、
公
用
車
を
用
い
て
東

京
に
宿
泊
出
張
。
4
日
後
、

正
副
議
長
ら
と
隣
接
市
で

会
食
会
合
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
を
発
症
。

　
県
に
よ
る
感
染
拡
大
市

の
指
定
に
つ
い
て
聞
い
た

の
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
か
。

ま
た
、
訪
問
し
た
企
業
は

ど
う
い
う
企
業
か
。

市
長　

連
絡
は
、

４
時
頃
に
移
動
中

の
公
用
車
の
中
で
コ
ロ
ナ

対
策
本
部
か
ら
受
け
ま
し

た
。
ま
た
訪
問
し
た
企
業

は
東
京
都
墨
田
区
に
本
社

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
に
つ
い
て

榎戸和也議員

を
置
く
企
業
で
す
が
、
名

前
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。新

型
コ
ロ
ナ
対
策

の
最
高
指
揮
官
で

あ
る
市
長
が
、
都
知
事
が

「
東
京
へ
来
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
と

き
、
ま
た
東
京
で
や
る
会

議
な
ど
が
書
面
表
決
や
中

止
に
な
っ
て
い
る
と
き
、

例
え
ば
砂
防
会
館
、
宇
都

宮
、
あ
る
い
は
桜
川
市
で

や
っ
て
い
る
区
長
会
の
懇

親
会
な
ん
か
も
当
然
中
止

で
す
。

　
つ
ま
り
密
に
な
る
の
は

駄
目
だ
と
言
っ
て
る
と
き

に
、
市
長
は
六
本
木
近

く
の
飯
倉
で
高
速
を
降

り
、
夜
の
会
談
を
し
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
翌
朝

に
、
用
賀
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
高
速
に
乗
っ
て

帰
っ
て
き
て
い
る
。

　
何
故
、
墨
田
区
の
ホ
テ

ル
か
ら
直
線
距
離
で
28
㎞

も
離
れ
た
用
賀
か
ら
乗
っ

た
の
か
。市

長　
用
賀
イ
ン

タ
ー
す
ぐ
傍
の
東

京
中
央
卸
売
市
場
世
田
谷

市
場
を
、
朝
見
て
き
ま
し

た
。
今
後
の
新
た
な
商
業

施
設
、
加
波
山
市
場
、
そ

れ
か
ら
桜
川
市
の
農
業
に

関
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、

東
京
の
市
場
を
全
部
回
り

た
い
、
そ
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
日
は
世
田
谷
市
場

だ
け
で
、
改
め
て
担
当
職

員
と
視
察
を
考
え
て
い
ま

す
。

た
だ
市
長
が
言
っ

て
い
る
だ
け
で
、

本
当
に
そ
こ
へ
行
っ
た
の

か
ど
う
か
は
確
認
で
き
ま

せ
ん
。
行
っ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
か
と
お

話
し
し
て
き
た
の
で
す
か
。

市
長　
市
場
を
見

て
き
た
だ
け
で
あ

り
ま
す
。

※
榎
戸 

和
也
議
員
は
、   

10
月
8
日
付
で
辞
職
し
ま

し
た
。

林　悦子議員

新
庁
舎
建
設
事
業

が
、
令
和
7
年
を

目
途
に
始
ま
る
。

　
建
設
地
の
大
和
庁
舎
は
、

中
心
市
街
地
で
は
な
い
が
、

市
の
中
央
に
位
置
し
、
日

本
の
良
き
里
山
の
景
観
の

中
に
、
建
つ
こ
と
に
な
る
。

　
新
庁
舎
は
、
コ
ロ
ナ
後
、

変
化
す
る
人
々
の
意
識
を

踏
ま
え
、
従
来
の
役
所
の

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
べ
き

で
あ
る
。
発
想
を
大
き
く

転
換
し
、
市
民
を
支
え
る
、

モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
役

所
を
建
て
て
ほ
し
い
。

　
提
案
型
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
公
募
す
る
、
と

い
う
こ
と
だ
か
、
重
視
す

る
点
を
、
前
も
っ
て
示
し

た
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
。

市
長
公
室
長　
条

件
と
し
て
以
下
の

4
点
を
考
え
て
い
ま
す
。

①
防
災
拠
点
と
し
て
の
計

画
性
。
災
害
時
の
司
令
塔

と
平
常
時
の
両
立
。

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

の
空
間
構
成
。
来
庁
者
が

効
率
よ
く
動
け
る
動
線
と
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
。

③
建
物
内
部
の
機
能
性
と
、

全
体
の
経
済
性
。
維
持
経

費
減
を
含
め
、
無
駄
を
省

き
、
シ
ン
プ
ル
に
。
し
か

し
粗
雑
で
な
い
。

④
地
形
を
生
か
し
た
配
置

計
画
。
地
面
の
高
さ
が
3

段
階
あ
る
。
こ
の
特
徴
を

生
か
し
た
提
案
を
重
視
。

玄
関
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
、
会
議
の
後

に
、
市
民
が
雑
談
で
き
る

交
流
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と

良
い
。
災
害
時
に
は
、
臨

時
の
避
難
場
所
に
も
な
る
。

市
長
公
室
長　
目

的
を
終
え
て
、
一

息
つ
け
る
魅
力
的
な
空
間

を
重
視
し
ま
す
。

職
員
の
職
場
環
境

に
、
心
身
両
面
か

ら
配
慮
し
て
ほ
し
い
。
例

え
ば
給
湯
室
。
茶
碗
を
洗

う
所
だ
が
、
安
普
請
の
ガ

ス
台
と
流
し
台
、
食
器
棚

と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
。

こ
れ
を
仕
事
の
オ
ン
・
オ

フ
の
切
り
替
え
が
で
き
る

よ
う
に
、キ
ッ
チ
ン
や
窓・

カ
ー
テ
ン
等
、
居
心
地
に

配
慮
し
た
方
が
良
い
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
排
泄
・
手
洗
い
・

歯
磨
き
は
分
け
る
べ
き
で

あ
る
。
女
性
視
点
・
動
線

を
考
え
て
ほ
し
い
。

市
長
公
室
長　
執

務
ゾ
ー
ン
と
サ

ポ
ー
ト
エ
リ
ア
を
適
切
に

配
置
し
た
い
。

新
庁
舎

 

建
設
事
業
に
つ
い
て
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市村　香 議員

10
歳
未
満
の
子
供

た
ち
の
感
染
が
増

え
て
い
る
。
家
庭
内
で
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

８
月
の
感
染
者
の

う
ち
、
10
代
は
13
人
、
10

歳
未
満
は
２
人
が
感
染
し
、

特
に
12
歳
未
満
の
子
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
で
き
な

い
た
め
、
周
囲
の
大
人
の

感
染
対
策
が
重
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

妊
産
婦
の
感
染
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

対
象
者
全
て
の
方

に
接
種
券
の
発
送
を
完
了

し
、
40
名
の
方
が
接
種
や

予
約
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
感
染
予
防
対
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校

行
事
に
対
す
る
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
学
校
行

事
は
子
供
た
ち
に

と
っ
て
貴
重
な
思
い
出
と

な
る
教
育
活
動
で
す
。
修

学
旅
行
等
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
そ
の
教
育
的
意
義

や
価
値
、
児
童
生
徒
の
思

い
を
考
慮
し
、
で
き
る
限

り
実
施
す
る
方
向
で
検
討

し
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業

多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
の
利
用
内

容
と
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
部
長　
桜
川

市
で
当
該
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
組
織
の

結
成
率
は
63
・
６
％
と
な

り
、
組
織
数
は
県
内
で
１

番
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
事
業
を
実
施
し

て
い
な
い
地
区
に
対
し
て
、

積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

都
市
農
村
交
流
施

策
の
推
進

20
年
近
く
前
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
呼
ば
れ
る
、
都
市
と

農
村
地
域
の
交
流
事
業
を

実
施
し
て
い
た
時
期
が
あ

る
。
最
近
は
低
迷
し
て
い

る
が
、
推
進
に
つ
い
て
伺

う
。

経
済
部
長　
都
市

農
村
交
流
は
、
都

市
住
民
が
農
村
地
域
に
訪

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
作

業
体
験
や
自
然
体
験
、
郷

土
料
理
や
食
育
な
ど
を
通

じ
て
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

で
農
村
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
重
要
な
取
組

と
考
え
ま
す
。
今
後
、
県
、

関
係
機
関
と
意
見
を
交
え

な
が
ら
連
携
を
図
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

萩原剛志 議員

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

屋
内
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
施
設
の
利
用
が
制
限

さ
れ
、
利
用
し
に
く
い
状

況
に
あ
る
。

　
屋
外
で
あ
れ
ば
、
公
園

な
ど
の
利
用
時
間
内
に
人

が
密
集
す
る
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
自
由
に
利
用
で
き

る
。
市
内
で
も
、
長
方
に

建
設
予
定
の
公
園
や
、
ラ

ス
カ
周
辺
の
総
合
運
動
公

園
な
ど
に
、
屋
外
用
健
康

遊
具
を
設
置
し
、
市
民
の

健
康
対
策
に
活
用
し
て
は

ど
う
か
。総

合
戦
略
部
長　

桜
川
筑
西
IC
周
辺

地
区
開
発
整
備
事
業
の
中

央
部
に
は
地
域
の
交
流
や

イ
ベ
ン
ト
が
行
え
る
公
園

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

整
備
方
針
に
は
各
種
医
療

セ
ラ
ピ
ー
や
自
然
と
の
触

れ
合
い
の
場
、
誰
で
も
利

用
し
や
す
い
バ
リ
ア
フ

リ
ー
施
設
の
整
備
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
多
世
代
が
交
流
で
き

る
健
康
に
寄
与
す
る
施
設

の
構
築
も
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
健
康
遊
具
の
設
置
は
、

こ
れ
に
合
致
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

健
康
遊
具
と
は
青
空
の

下
で
気
軽
に
運
動
で
き
る

よ
う
設
置
さ
れ
た
大
人
向

け
の
施
設
の
こ
と
で
、
ス

ト
レ
ッ
チ
し
た
り
、
体
の

つ
ぼ
を
刺
激
し
た
り
、
筋

肉
を
鍛
え
る
な
ど
気
軽
に

遊
び
感
覚
で
日
頃
の
運
動

不
足
の
解
消
に
役
立
つ
施

設
の
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
室
内
で
の
運

動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
は

有
効
な
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
誰
も
が
利
用
し
や

す
く
、
市
民
の
健
康
増
進

に
寄
与
で
き
る
公
園
を
目

指
し
て
お
り
、
健
康
遊
具

の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
部
長　
近
年

高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
等
の
た
め
、
健
康
や

体
力
の
保
持
・
増
進
な
ど

を
目
的
に
、
屋
外
用
健
康

遊
具
を
設
置
す
る
施
設
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

総
合
運
動
公
園
な
ど
に
設

置
し
、
幅
広
い
年
代
が
日

常
的
に
利
用
で
き
る
よ
う

関
係
部
署
と
連
携
し
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

・
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

に
つ
い
て

・
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
に

つ
い
て

公
園
等
に
設
置
す
る
屋
外
用

健
康
遊
具
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
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今号は総務常任
委員会に注目

桜川市議会議員は、全議員がいずれかの常任委員会に所属し、それぞれ所管の事案について審議していま
す。このページでは、その審議内容や各委員会の活動状況を報告します。

委員会報告

○飯島洋省 小林正紀林　悦子◎大山和則 風野和視

総 務
常任委員会

◎委員長　○副委員長

防災無線事業
　防災無線事業については、防災無線設備の保
守点検費など、その特殊性から随意契約が多く
なっているが、内容等をよく精査し、限られた
予算を効率的に執行されるよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

游湯館費
　筑西広域市町村圏事務組合負担金の游湯館費
については、これまでも利用割合による負担の
公平性を要望していますが、市民の理解を得る
ためにも、利用率に応じた負担の軽減を図るよ
う筑西広域市町村圏事務組合にあらためて働き
かけることを要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人権啓発対策事業
　人権啓発対策事業の大型共同作業場の土地借
上料についてですが、存続の意義は有している
が、建物の老朽化も著しいことから、今後にお
いては建物の取り壊しや土地の返還等、早期に
方向性を示すよう要望しました。

加波山市場
　加波山市場は、桜川市地域商社設立準備協議
会が市からの補助金を受けて整備したものです
が、詳細な報告を求め、実証店舗改修工事や備
品購入等の執行状況を確認しました。
　実証店舗については3年を目途に想定してお
りますが、これまでの人件費をはじめとする経
費の在り方について検証し、加波山市場が地域
商社としての役割を担い、早期に自立・自走で
きるよう、市からも必要な提言をするよう要望
しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

友部地内の山林伐採現場視察
　友部地内で行われている山林伐採現場を視察
しました。市役所関係課、関係機関が十分連携
して対応するよう要望しました。
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文 教厚生
常任委員会

委員長 谷田部由則　副委員長 軽部　徹
委　員 小林正紀・小高友徳・市村　香・菊池伸浩

委員長 萩原剛志　副委員長 軽部　徹

委　員 菊池伸浩・仁平　実・榎戸和也・谷田部由則

委員長 相田一良　副委員長 武井久司

委　員 潮田新正・小高友徳・市村　香・鈴木裕一建 設経済
常任委員会

オンライン学習
　県の非常事態宣言により、県内各市町村の学校は
休業となっておりますが、学びの保障としてのオン
ライン学習を充実させるとともに、感染拡大防止に
尽力されることを要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

学校給食センター
　学校給食センターについては、食育について質疑
が行われました。栄養士により工夫された給食を今
後とも継続するとともに、児童生徒が食の大切さを
学ぶ食育を充実させるよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

電子図書館整備事業
　新型コロナウイルス感染症が拡大する中、電子図
書館の需要は高まることが考えられますので、電子
書籍の充実や普及促進を図るよう要望しました。

やまと認定こども園改修工事
　やまと認定こども園の改修工事については、低
年齢児の受け入れ確保のための保育室増設を行い、
拡充を図りました。今後も、子育て世代のニーズに
柔軟に対応し、子育てがしやすい環境づくりに努め
るよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新型コロナウイルス感染症対策
　新型コロナウイルス感染症対策については、マス
ク不足時の市民、医療・福祉従事者などへの早期配
布など対応・対策の報告を受けました。引き続きワ
クチン接種、感染予防対策に全力で取り組むよう要
望しました。

農業委員会
　農業委員会事業については、農地の集積・集約
を進めるため、農地利用最適化推進委員に、認定農
業者などの農業経験者を積極的に選出していただく
よう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

有害鳥獣対策事業
　有害鳥獣対策事業におけるイノシシ対策では、有
害捕獲や狩猟期間における捕獲を実施しております
が、イノシシ被害が農作物に与える影響が依然とし
て深刻であることから、引き続き関係機関と連携し
被害防止対策の強化を図るよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

商工振興事業
　商工振興事業において、真壁石材協同組合及び
羽黒石材商工協同組合と連携し、地場産業である石
材業について、伝統工芸士を含めた後継者の育成

強化を図るよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

公共交通事業
　市内巡回ワゴン（ヤマザクラGOミニ）について、
コロナ禍の影響により利用者数が伸びず、判断が難
しいところだと思いますが、3年間の実証実験期間
中のデータをよく検証し、ヤマザクラGOや、デマ
ンドタクシーと合わせて、市民にとってより良い公
共交通の在り方を検討していくよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

水道事業
　水道事業においては、水道水の安全安心な安定
供給を継続するため、更なる有収率向上を意識して
漏水の発見に尽力して取り組むとともに、経費の削
減に努めながら施設の適正な管理運営をするよう要
望しました。
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　８月
	18 日	 筑北環境衛生組合議会定例会

　９月
	 １日	 総務常任委員会・文教厚生常任

委員会・建設経済常任委員会
	 2日	 議会運営委員会・議会全員協議

会
7日～ 17日　第 3回定例会
			10 日　	議会広報特別員会
			14 日　	総務常任委員会・文教厚生常

任委員会・建設経済常任委員会
			17 日	　議会運営委員会

　10 月
	18 日	 議会広報特別委員会

　市長選挙が終わった翌日、この原
稿を書いています。明日は総選挙の
公示日です。この市議会だよりみな
さんの手元に届くのは、総選挙の投
票が終わった翌日です。
　桜川市も誕生以来、5回の市長選
挙が行われてきました。1回目こそ1
位と2位では9千票近い得票差があり
ました。しかし、2回目は300余票の
僅差、3、4回目は3000余票差でした。
5回目は約3500票となりました。若

干ではありますが差が開いた気がし
ます。
　しかし、大きく変化したのは投票
率です。1，2回目は79％と高かっ
たのですが、3回目は75％、4回目
は68％、今回はついに57％と下がっ
てしまったのです。「都市化する」
と投票率は減少すると言われます
が・・・・・・・・。

� 菊池伸浩
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新議員紹介
議会広報特別委員会

委員長  菊池伸浩　副委員長  武井久司
委　 員  林　悦子・谷田部由則
　　　　 飯島洋省・軽部　徹

発行責任者　議　 長 　小高友徳

　次の定例会は

  12月 7日（火）
    10時開会予定です。
議会の傍聴については、感染
症対策を実施しております。
詳細は、ホームページでお知
らせします。

議会日誌編集後記


